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調剤報酬点数表関係 

 

【服薬管理指導料】 

問１ 「特掲診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについ

て」（令和８年３月５日保医発 0305 第８号）の第 97 の２服薬管理指導料

の注１に規定する保険薬局の１（３）において、「医療に係る地域活動の

取組に参画していること。」とあるが、委嘱を受けて学校薬剤師の業務を

行っている場合、届出の際に具体的にどのような文書を添付すればよい

か。 

（答）教育委員会又は学校長等が、当該保険薬局に所属する保険薬剤師に対し

て発行した委嘱状の写し等、学校薬剤師として従事していることが分かる

書類（届出時から過去１年間以内に発行されたものに限る。）を添付するこ

と。なお、学校薬剤師は学校保健安全法（昭和 33 年法律第 56 号）及び関

係法令により、その職務の内容が規定されていることを踏まえ、委嘱状の

写し等を添付した場合は、地域活動の取組に係る事業の概要等に関する文

書の添付を要しないものとする。 

 

【特定薬剤管理指導加算３】 

問２ 「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」（令

和８年３月５日保医発 0305 第６号）別添３の「区分１０の３」服薬管理

指導料の８（３）に「バイオ医薬品の一般名処方による処方箋の交付を受

けた患者又はバイオ後続品の銘柄名処方による処方箋の交付を受けた患

者に対して、バイオ後続品の品質、有効性、安全性等について説明を行っ

た場合」とあるが、バイオ後続品の薬価が、先行バイオ医薬品の薬価より

高い又は同額である場合であっても、当該バイオ後続品の品質、有効性、

安全性等について患者に説明を行った場合は、特定薬剤管理指導加算３の

ロを算定して差し支えないか。 

（答）差し支えない。 

 

 

（別添３） 




